
学術変革（Ａ）（計画）１ 

（ａ）研究計画、研究方法など 

本研究の目的と方法などについて記述すること。	

冒頭にその概要を簡潔にまとめて記述し、本文には、(1)本研究の学術的背景、研究課題の核心をなす学術的「問い」、(2)

本研究の目的及び学術的独自性と創造性、(3)本研究の着想に至った経緯や、関連する国内外の研究動向と本研究の位置づけ、

(4)本研究の研究領域における位置付けや役割を踏まえて、何をどのように、どこまで明らかにして研究領域の推進に貢献しよ

うとするのか、(5)本研究の目的を達成するための準備状況、について具体的かつ明確に記述すること（６頁以内）。	

本研究を研究分担者とともに行う場合は、研究代表者、研究分担者の具体的な役割を記述すること。	

（概要） 

 

 

 

 

 

 

（本文） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式Ｓ－７３	研究計画調書（計画研究）（添付ファイル項目）	

研究計画調書（計画研究）作成に当たって留意すること 

○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書（計画研究）の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○ 

 

留意事項①： 

1. 研究計画調書の作成に当たっては、当該研究領域内でどのような連携が図られているか、分かるように作成するこ

と。 

2. 学術変革領域研究（Ａ）は公募要領１２頁記載の四つの審査区分により、広い分野の委員構成で多角的視点から審査

が行われることに留意の上、研究計画調書を作成すること。 

 

留意事項②： 

1. 作成に当たっては、研究計画調書（計画研究）作成・記入要領を必ず確認すること。 

2. 本文全体は１１ポイント以上の大きさの文字等を使用すること。 

3. 各頁の上部のタイトルと指示書きは動かさないこと。 

4. 指示書きで定められた頁数は超えないこと。なお、空白の頁が生じても削除しないこと。 

 

○本留意事項の内容を十分に確認し、研究計画調書（計画研究）の作成時にはこのテキストボックスごと削除すること○ 


